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The Iwakura Embassy, known for its renowned members, the most famous 
in the modern history of Japan, visited Russia in 1873 in early spring. The 
official report of the Iwakura mission, “Beio kairan jikki,” written by 
Kunitake Kume, regrettably has many mistakes on the pages of Russia, and 
the author did not notice several important matters. First I would like to pick 
up some misunderstood points in the report, consider the further meaning of 
them, and try to prove the author’s inclination to ignore the relationship 
between Japan and Russia. After that, I will examine here the most important 
unwritten matter, The Imperial Dinner by Alexander the Second, and refer to 






































































































































つまり、トレーポフの部下の名、「グラフ（伯爵）・ニロト」(граф Нирото: graf Niroto)
と「議長（ゴロヴァ）ニコライ」（голова Николай: golova Nikolai）が混同されたことが
わかる。「ｒ」と「ｌ」音の判別能力の問題でもあったろう。 
より深刻なのはトレーポフへの認識の問題である。トレーポフはロシア首都の行政を牛















































20 歳の明治天皇は日本を訪れた二番目の外国皇族である 2 歳年長のアレクセイ大公と親
しく接している。また、大公の教育監督官としてこの旅行にも随行していたK.H.ポシエト
は、明治天皇が横浜へロシア艦を訪れたようすを詳しく本国に報告し、ロシア海軍の新聞








































































  皇太子殿下、 皇太子妃殿下 
  ニコライ・ニコラエヴィチ大公殿下 
  アレクサンドラ・ペトローヴナ大公妃殿下 
  ミハイル・ニコラエヴィチ大公殿下 
  オリガ・フョードロヴナ大公妃殿下 
  ゲルツォク・メクレンブルク・ストレリツキー殿下 
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  プリンツ・ピョートル・ゲオルギエヴィチ・オリデンブルクスキー殿下 
  プリンツ・ニコライ・ペトロヴィチ・オリデンブルクスキー殿下 
  プリンツ・コンスタンチン・ペトロヴィチ・オリデンブルクスキー殿下 
  プリンツェッサ・テレージア・ペトロヴナ・オリデンブルクスカヤ殿下 
  日本大使 シオニ・トモミ・イヴァクラ、 
  副使 ユサミ・タカユチ・キド、ユズチ・ヒロブミ・イト、ユズチ・マスカ・ 
     ヤマグチ 





  午餐会招待者数    107人 
      辞退数         19人 
  午餐会出席者数         88人 



















ここでロシア皇族の称号である大公について。大公 великий князьは英語では grand 
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